
.

編
集
／
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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発
行
責
任
者

議
長

青
野

隆
一

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長

鈴
木

清

副
委
員
長

和
田

哲

委
員

塩
原
未
知
子

委
員

星
川

薫

委
員

菅
野

喜
昭

委
員

安
井

一
義

委
員

鈴
木
由
美
子

●あ
●と
●が
●き

地
元
の
北
村
山
高
校
が

頑
張
っ
て
い
ま
す
！
そ
ば

ガ
ー
ル
・
AI
部
、
そ
し
て

セ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
創
設

で
す
。
熱
心
な
関
係
者
の

ご
助
力
を
い
た
だ
い
て
若

者
が
出
航
。
み
ん
な
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
！
議
会
の

広
報
プ
ラ
ス
市
民
の
声
の

広
聴
に
努
め
、
読
ま
れ
る

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
ま

す
。

(鈴
木

清
)

議
会
事
務
局
人
事

議
会
事
務
局
の
職
員
が
、

10
月
１
日
よ
り
代
わ
り
ま
し

た
。

◎
転
入

市
議
会
事
務
局
長
（
定
住

応
援
課
長
か
ら
)

斎

藤

健

司

◎
退
職
(市
議
会
事
務
局
長
)

副
市
長
就
任

横

沢

康

子

発
行
／
山
形
県
尾
花
沢
市
議
会



令和３年度決算定例会定例会
９ 月９ 月

20222022
か いれ いて い 持持持持持持持持持持持続続続続続続続続続続続可可可可可可可可可可可能能能能能能能能能能能 まままままままままままちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづ くくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりり 市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民 共共共共共共共共共共共ににににににににににに持続可能 まちづ くり 市民 共に持続可能 まちづ くり 市民 共に

９
月
定
例
会
は
９
月
５
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で
の
18
日
間
で
開
か
れ
、
令
和
３

年
度
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
７
件
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
設
定
９
件
を
可
決
。

人
事
案
件
（
副
市
長
・
人
権
擁
護
委
員
）
４
件
が
同
意
さ
れ
、
請
願
２
件
に
つ
い

て
は
賛
成
多
数
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

ななななななななななななな
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第７次 総合振興計画初年度！第７次 総合振興計画初年度！

ををををををををををををを ととととととととととととと
全会一致

認定認定認定認定

決算額の一覧
一般会計 135億4,485万円 国営村山北部土地改良事業 136万円

国民健康保険事業 20億3,457万円 農業集落排水事業 8,614万円
中央診療所施設勘定 3億7,074万円 介護保険事業 20億390万円
簡易水道事業 2億7,676万円 後期高齢者医療保険事業 2億1,294万円

５年間の一般会計歳出決算の推移

Ｈ29年 Ｈ30年 Ｒ元年 Ｒ２年 Ｒ３年

市債(借金)と基金(貯金)の状況
(令和３年度末)人口：14,742人

122億2,068万円
市民１人あたり 82万8,970円

市債(借金)

31億4,303万円
基金(貯金)

市民１人あたり 21万3,202円

令和４年度 一般会計補正予算(主なもの)

▶学校建設用地の測量等(学園構想) 1,140万円 ▶プレミアム商品券発行(15％→30％) 1,615万円

おもだか保育園
(令和４年12月以降)

徳良湖基幹集落センター
(令和５年５月以降)

移転改修工事 600万円
(うち県補助金450万円)

改修工事 5,055万円
(指定避難所強化事業)

条例の一部改正(令和４年11月１日～施行)条例の設定(令和５年４月１日～施行)
徳良湖の湖面利用に料金が設定されます

◎個人：910円／日
7,280円／年間

◎団体：910円／日
15,000円／年間

コンビニエンスス
トアで右記の証明書
を取得すると手数料
が半額になります。
※マイナンバーカードが
必要

通常400円の手数料が…
住民票の写し

各200円
住民票記載事項証明書
印鑑登録証明書

所得課税(非課税)証明書
納税証明書

借金
貯金

５日／本会議開会

６日／総務文教常任委員会

７日／産業厚生常任委員会

８日／本会議(一般質問)

９日／本会議(一般質問)
決算特別委員会の
設置など

12日／決算特別委員会
(総括質疑)

13日／決算特別委員会
(総括質疑・分科会)

14日／決算特別委員会
(分科会)

15日／決算特別委員会
(分科会)

16日／決算特別委員会
(分科会)

21日／決算特別委員会
本会議
議会運営委員会

22日／本会議閉会

会期日程

市 税市 税
16億2,234万円(11.2％)16億2,234万円(11.2％)

繰入金繰入金
10億3,802万円(7.1％)10億3,802万円(7.1％)

繰越金繰越金
8億9,904万円(6.2％)8億9,904万円(6.2％)

寄附金寄附金
7億9,296万円(5.4％)7億9,296万円(5.4％)

その他その他
4億3,990万円(3.2％)4億3,990万円(3.2％)地方交付税地方交付税

54億1,410万円(37.3％)54億1,410万円(37.3％)

国・県支出金国・県支出金
28億3,365万円(19.5％)28億3,365万円(19.5％)

その他その他
6億3,497万円(4.3％)6億3,497万円(4.3％)

市民税・固定資産税など市民税・固定資産税など
市民が納めた税金市民が納めた税金

特別会計や基金から繰り特別会計や基金から繰り
入れたお金入れたお金

令和２年度決算で令和２年度決算で
余ったお金余ったお金

主にふるさと主にふるさと
納税など納税など

使用料・手数料や使用料・手数料や
財産収入など財産収入など行政の格差をなくすため行政の格差をなくすため

国から交付されるお金国から交付されるお金

国・県からの補助金など国・県からの補助金など

国や銀行などから国や銀行などから
借りたお金借りたお金

地方譲与税、地方消費税地方譲与税、地方消費税
交付金など交付金など

市 債市 債
8億4,640万円(5.8％)8億4,640万円(5.8％)

議会費議会費
1億4,411万円(1.1％)1億4,411万円(1.1％)
議会運営・議員報酬の議会運営・議員報酬の
経費経費

総務費総務費
29億4,097万円(21.7％)29億4,097万円(21.7％)
全般的な事務や課税など全般的な事務や課税など

民生費民生費
25億8,304万円(19.1％)25億8,304万円(19.1％)
障がい者や高齢者福祉・障がい者や高齢者福祉・
子育て支援など子育て支援など

衛生費衛生費
13億7,871万円(10.2％)13億7,871万円(10.2％)
健康増進や疾病予防対策など健康増進や疾病予防対策など

農林水産業費農林水産業費
10億56万円(7.4％)10億56万円(7.4％)
農林水産業の振興や農林水産業の振興や
農道の整備など農道の整備など

商工費商工費
5億8,678万円(4.3％)5億8,678万円(4.3％)
商工業や観光の振興商工業や観光の振興
などなど

土木費土木費
19億9,021万円(14.7％)19億9,021万円(14.7％)
道路・河川・公園の整備や道路・河川・公園の整備や
除排雪経費など除排雪経費など

教育費教育費
9億352万円(6.7％)9億352万円(6.7％)
教育や小中学校の施設教育や小中学校の施設
維持管理など維持管理など

公債費公債費
11億8,671万円(8.8％)11億8,671万円(8.8％)

市債(借金)の返済市債(借金)の返済

その他その他
8億3,024万円(6.0％)8億3,024万円(6.0％)
消防・災害復旧・消防・災害復旧・
労働費・予備費など労働費・予備費など

145145

自自
主主
財財
源源

依依

存存

財財
源源

億億
2,1382,138万円万円

歳出

135135億億
4,4854,485万円万円

歳入

131億
3,300万円

130億
1,000万円 119億

6,800万円

149億
7,800万円 135億

4,400万円

ABESA子育て支援センター

新規室内遊び場



議

長

青
野
隆
一

決
算
特
別
委
員
長奥

山

格

２
名
は
役
職
の
立
場
上

質
疑
は
で
き
ま
せ
ん
。

欠
席
／
菅
野
修
一

手
洗
い
自
動

水
栓
化
工
事

(小
関
英
子
)

Q
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対

策
事
業
と
し
て
手
洗
い
自

動
水
栓
化
工
事
は
市
内
各

小
中
学
校
に
何
ケ
所
設
置

さ
れ
た
か
。
設
置
工
事
は

完
了
に
な
る
か
。

A
追
加
分
も
含
め
て
、

福
原
小
12
ケ
所
、
尾
花
沢

小
53
ケ
所
、
宮
沢
小
20
ケ

所
、
玉
野
小
27
ケ
所
、
常

盤
小
16
ケ
所
・
福
原
中
37

ケ
所
、
尾
花
沢
中
39
ケ
所

と
な
り
、
設
置
完
了
に
な

る
。

決算特別委員会決算特別委員会

に使われたか‼
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総括質疑総括質疑
11名11名 は予算 有効

人
件
費
と

Ｏ
Ａ
関
連
費

(塩
原
未
知
子
)

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
民
間
で

は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で

い
る
の
に
対
し
、
人
件
費

が
年
々
増
加
し
て
い
る
要

因
は
。

A
職
員
数
は
Ｒ
元
年
257

人
、
Ｒ
２
年
259
人
、
Ｒ
３

年
261
人
。
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
も
徐
々
に
増
え
て
い

る
が
、
他
市
と
比
較
し
て

も
妥
当
。
OA
化
で
新
た
な

経
費
が
増
加
し
て
い
る
が
、

今
後
圧
縮
で
き
る
よ
う
努

め
る
。

一
般
会
計
予
算
の

執
行
率

(伊
藤

浩
)

Q
一
般
会
計
予
算
の
執

行
率
が
91
・
５
％
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
実
績
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

お
も
た
か
奨
学
金

基
金
事
業

(鈴
木

清
)

Q
月
１
万
５
千
円
の
就

学
支
援
金
を
借
り
る
人
が

４
名
と
少
な
い
の
は
な
ぜ

か
。
周
知
は
ど
う
行
っ
て

い
る
か
。

A
中
学
３
年
生
に
周
知

し
て
い
る
。
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
高
校
へ
の
就
学

が
困
難
な
者
に
対
し
貸
し

付
け
て
い
る
。
申
請
８
名

に
対
し
審
査
し
、
４
名
決

定
し
た
。

一
般
管
理
費
の

職
員
手
当

(鈴
木
裕
雅
)

Q
不
用
額
が
生
じ
て
い

る
が
何
か
。

A
保
育
園
に
よ
る
看
護

師
２
名
を
募
集
し
た
が
、

応
募
に
至
ら
な
か
っ
た
た

め
不
用
額
が
生
じ
た
。
医

療
に
従
事
す
る
方
が
、
市

内
で
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
。
間
口
を
広
く

し
て
募
集
を
続
け
て
い
き

た
い
。

通
学
線
バ
ス
運
行

(和
田

哲
)

Q
新
規
事
業
で
あ
る
大

石
田
通
学
線
運
行
業
務
委

託
の
実
績
は
。
ま
た
、
市

役
所
が
閉
庁
し
て
い
る
時

間
帯
で
の
待
合
所
の
安
全

対
策
は
ど
う
か
。

A
令
和
３
年
７
月
か
ら

事
業
を
開
始
し
、
約
９
ケ

月
間
で
１
万
７
千
901
人
が

利
用
さ
れ
た
。
高
校
生
の

通
学
の
足
と
し
て
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
て

い
る
。
待
合
所
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
状
況
を
み

な
が
ら
対
策
の
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
大
使
の
宣
伝

活
動
を
活
発
に(大

類
好
彦
)

Q
ふ
る
さ
と
大
使
の
事

業
は
、
名
刺
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
・
看
板
設
置
な
ど
８

万
円
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
と

思
う
が
、
も
っ
と
宣
伝
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

A
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ

ベ
ン
ト
開
催
が
出
来
な
か

っ
た
。
名
刺
に
花
笠
の

湯
・
御
所
乃
湯
の
割
引
券

を
付
け
る
な
ど
工
夫
し
て

PR
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

職
員
研
修
事
業

(鈴
木
由
美
子
)

Q
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
を
受
講
し
た
回
数
と

人
数
が
少
な
い
。
受
講
対

象
者
と
研
修
の
成
果
は
ど

う
か
。

A
各
課
か
ら
１
名
ず
つ

受
講
さ
せ
た
が
、
他
の
研

修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
も

入
っ
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
研
修
を
開
催
し
、

職
員
へ
の
周
知
に
努
め
る
。

路
線
バ
ス
運
行
事
業
と

公
共
交
通
再
編
事
業

(星
川

薫
)

Q
牛
房
野
線
バ
ス
委
託

料
と
｢お
ば
く
る
｣の
経
費

の
実
績
は
ど
う
か
。

A
牛
房
野
線
の
経
費
は

約
400
万
円
で
、
財
源
は
一

般
財
源
と
な
っ
て
い
た
。

｢お
ば
く
る
｣の
経
費
は
、

事
務
費
を
含
め
て
約
165
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

管
理
業
務
委
託

(安
井
一
義
)

Q
管
理
業
務
委
託
料
の

内
容
は
。
ま
た
普
通
財
産

区
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
か
。

A
庁
舎
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

棟
、
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
除
雪
を
含
む
管
理
費

で
あ
る
。（
排
雪
は
含
ま

な
い
。）
行
政
財
産
の
目

的
を
終
え
た
も
の
が
普
通

財
産
と
な
り
、
敷
地
の
管

理
、
環
境
整
備
を
し
て
い

る
。浄

化
槽
対
策
事
業

(菅
野
喜
昭
)

Q
合
併
浄
化
槽
設
置
に

際
し
、
指
定
地
区
（
40
〜

50
件
）
を
指
定
し
、
設
置

助
成
し
て
い
る
が
、
４
件

に
と
ど
ま
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。A

こ
の
事
業
は
、
Ｈ
14

年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
主
な
理
由

と
し
て
、
新
た
に
指
定
地

区
と
し
て
申
請
す
る
地
区

が
少
な
い
た
め
で
あ
る
。

令和３年度 一般会計・ 特別会計をチェック

※

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
＝
国
家

公
務
員
の
給
与
を
100
と
し
て
、

地
方
公
務
員
の
給
与
水
準
を

示
す
指
数
。

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
の

途
中
取
り
崩
し
は
避
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。A

執
行
率
の
実
績
に
つ

い
て
は
、
近
隣
自
治
体
と

比
較
し
て
も
大
き
な
問
題

は
無
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

は
、
極
力
途
中
の
取
り
崩

し
は
行
わ
ず
、
基
金
と
し

て
保
持
し
て
い
く
事
が
健

全
な
財
政
の
あ
る
べ
き
姿

と
考
え
て
い
る
。

※
｢お
ば
く
る
｣は
国
庫
補
助
金

１
／
２
、
県
費
１
／
４
、
一

般
財
源
１
／
４
で
あ
る
の
で

実
質
、
約
40
万
円
と
な
る
。

ふるさと大使

佐々木 則 夫

ふるさと大使

佐渡ヶ嶽 満宗

ふるさと大使

あべ 美佳

ふるさと大使

太田 渉子
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部
活
動
の
地
域
移
行

今
後
の
部
活
動
の
在
り

方
や
地
域
受
入
れ
体
制
の

整
備
、
経
済
的
支
援
な
ど

に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討

さ
れ
る
よ
う
要
望
。

図
書
館

新
し
い
利
用
方
法
の
検

討
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者

の
増
加
に
つ
な
が
る
魅
力

あ
る
図
書
館
と
な
る
よ
う

要
望
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
活
動
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
活
動
が

持
続
で
き
る
よ
う
、
関
係

団
体
同
士
の
連
携
を
図
る

新
た
な
体
制
づ
く
り
を
要

望
。

ふ
る
さ
と
暮
ら
し
応
援
事
業

業
務
周
知
の
た
め
の
広

報
内
容
を
精
査
し
、
更
な

る
定
住
促
進
に
努
め
ら
れ

る
よ
う
要
望
。

空
き
家
対
策

市
民
の
安
心
安
全
を
守

る
た
め
、
雪
下
ろ
し
な
ど

の
管
理
が
な
さ
れ
な
い
空

き
家
の
所
有
者
に
対
し
、

引
き
続
き
適
正
な
管
理
の

指
導
を
行
う
よ
う
要
望
。

避
難
所
機
能
強
化

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

に
お
住
ま
い
の
避
難
対
象

者
の
名
簿
を
、
区
長
及
び

民
生
委
員
に
事
前
に
通
知

し
、
災
害
時
に
役
立
て
ら

れ
る
よ
う
、
情
報
共
有
に

努
め
る
と
と
も
に
、
行

政
・
住
民
・
自
主
防
災
会

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、

災
害
対
応
に
あ
た
ら
れ
る

よ
う
要
望
。

文
化
体
育
施
設

施
設
等
修
繕
費
に
つ
い

て
は
、
生
活
様
式
が
変
化

し
て
き
て
い
る
中
で
、
依

然
と
し
て
和
式
ト
イ
レ
が

多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
洋
式
ト
イ
レ
の
増

設
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
要

望
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

た
更
な
る
授
業
の
充
実
と
、

小
規
模
校
同
士
の
交
流
な

ど
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
。

消
防
団

消
防
団
員
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
今
後
の
消
防
団

の
消
防
力
強
化
を
図
る
た

め
、
機
動
力
の
あ
る
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
き
軽
積
載

車
の
更
な
る
配
備
を
要
望
。

ふ
る
さ
と
納
税

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
な
話
題
性
が

あ
り
、
魅
力
的
な
返
礼
品

を
開
発
す
る
な
ど
、
他
市

町
村
と
の
差
別
化
を
図
り

よ
り
一
層
、
本
市
に
注
目

を
集
め
、
寄
附
に
つ
な
が

る
よ
う
要
望
。

公
園
整
備

修
繕
に
合
わ
せ
防
災
用

ベ
ン
チ
を
導
入
す
る
な
ど
、

公
園
に
防
災
機
能
を
持
た

せ
た
多
機
能
な
公
園
整
備

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
よ

う
要
望
。

不
良
住
宅
除
却
促
進
事
業

市
内
に
空
き
家
が
目
立

ち
、
補
助
金
の
申
請
件
数

も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
適
正
な
予
算

確
保
に
努
め
ら
れ
る
と
共

に
、
関
係
課
と
連
携
し
、

危
険
空
家
を
増
や
さ
な
い

よ
う
な
方
策
を
検
討
さ
れ

る
よ
う
要
望
。

国
民
健
康
保
険

加
入
者
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
際

に
、
生
活
を
保
障
す
る
た

め
の
傷
病
手
当
金
の
制
度

に
つ
い
て
、
市
民
へ
更
な

る
周
知
を
図
ら
れ
る
よ
う

要
望
。

的
に
加
速
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
民
の
声
を

真
摯
に
聴
き
、
遊
び
場
の

提
供
な
ど
子
育
て
環
境
の

向
上
に
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
要
望
。

衛
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

市
内
の
衛
生
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
修

繕
に
か
か
る
費
用
の
実
態

を
把
握
し
、
よ
り
活
用
し

や
す
い
補
助
金
と
な
る
よ

う
、
補
助
額
の
見
直
し
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
る
よ
う

要
望
。

特
産
品
開
発
事
業

尾
花
沢
ス
イ
カ
の
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
、
６
次
産
業

化
に
よ
る
農
家
所
得
の
向

上
に
つ
な
が
る
商
品
開

発
・
販
売
促
進
に
、
よ
り

一
層
努
め
ら
れ
る
よ
う
要

望
。

徳
良
湖
周
辺
整
備

Ｒ
３
年
度
は
、
パ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
の
設
置
に
よ
り
、

よ
り
人
が
集
ま
る
空
間
と

な
り
、
銀
山
温
泉
と
並
ぶ

本
市
の
観
光
拠
点
と
し
て

重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
魅
力

あ
る
場
所
と
な
る
よ
う
、

徳
良
湖
周
辺
整
備
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
計

画
的
な
整
備
推
進
が
図
ら

れ
る
よ
う
要
望
。

尾
花
沢
牛
振
興

コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
取
扱
指
定
店
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

雪
降
り
和
牛
の
更
な
る
ブ

ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
、
消
費
宣
伝

活
動
の
推
進
を
強
く
要
望
。

企
業
立
地
促
進

将
来
的
な
工
業
団
地
の

あ
り
方
を
充
分
に
検
討
す

る
と
と
も
に
、
市
内
事
業

所
の
事
業
継
続
と
人
材
育

成
に
対
す
る
支
援
を
強
化

す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
企

業
振
興
に
努
め
ら
れ
る
よ

う
要
望
。

道
路
・
橋
梁
定
期
点
検

点
検
・
診
断
の
結
果
を

踏
ま
え
、
市
民
の
生
活
に

影
響
が
及
ぶ
こ
と
の
な
い

よ
う
、
計
画
的
に
補
修
工

事
や
橋
の
架
け
替
え
工
事

が
行
わ
れ
る
よ
う
要
望
。

路
線
バ
ス
・
公
共
交
通
の
再
編
が
好
評

パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
好
評
徳
良
湖
賑
わ
う

第２
分科会

第１
分科会

市
税
の
収
納

収
納
率
の
状
況
は
改
善

傾
向
に
あ
る
が
、
引
き
続

き
収
納
率
の
向
上
に
努
め

ら
れ
る
よ
う
要
望
。

財
産
管
理

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
公
用
車
両
を
更
新
す

る
際
は
、
昨
今
の
社
会
情

勢
を
鑑
み
、
地
球
環
境
に

優
し
い
車
両
の
導
入
を
要

望
。

路
線
バ
ス
運
行

路
線
バ
ス
運
行
事
業
、

公
共
交
通
再
編
事
業
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
地
域

の
同
意
を
得
な
が
ら
計
画

的
に
事
業
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
要
望
。

地
域
開
発

地
域
お
こ
し
協
力
隊
受

入
れ
事
業
に
つ
い
て
は
、

一
事
業
に
複
数
人
配
置
す

る
な
ど
定
住
に
つ
な
が
る

よ
う
な
事
業
内
容
と
受
入

れ
体
制
の
整
備
を
要
望
。

民
生
委
員

災
害
時
な
ど
の
安
否
確

認
な
ど
活
動
内
容
が
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
展
開
し
て
い
る
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
お

け
る
福
祉
協
力
員
な
ど
、

地
域
を
支
え
る
人
材
を
さ

ら
に
増
や
す
よ
う
な
働
き

か
け
を
要
望
。

高
齢
者
等
買
物
支
援

利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
把
握
・
分
析
し
、
地

元
商
店
街
と
の
連
携
を
強

化
し
な
が
ら
、
買
物
困
難

者
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
サ

ー
ビ
ス
提
供
が
図
ら
れ
る

よ
う
要
望
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

円
滑
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
実
施
す
る
た
め
、
医
師

会
及
び
医
療
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
引
き
続

き
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の

確
保
に
努
め
ら
れ
る
よ
う

要
望
。

保
育
所
運
営

安
心
安
全
な
保
育
所
運

営
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
対
策
は
全
国

総務文教産業厚生

星川 薫 委員長
菅野 喜昭 副委員長

鈴木由美子 委員長
小関 英子 副委員長



令
和
４
年
請
願
第
４
号

件 名 請 願 者
付託

常任委員会
審査の結果 紹介議員

市道Ⅲ－287号線
道路改良に関する請願

寺内第三区長 落合博信
寺内第一区長 筧 益夫
寺内第二区長 溝越久雄

産業厚生
常任委員会

採 択

鈴木裕雅
鈴木 清
奥山 格
菅野喜昭

概 要

市道Ⅲ－287号線は、小型乗用車一台がやっと通れるくらいの狭
隘な路線であり、救急車が進入できず人力で救急搬送したという事
案が発生した。
以上のことから、地域住民の生命と財産を守りつつ、安心して生
活が出来るよう、市道Ⅲ－287号線の一日も早い道路改良整備を願
うものである。
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請願２案件を審査

救急車が通れる市道に救急車が通れる市道に救急車が通れる市道に

保育施設の再編計画を保育施設の再編計画を保育施設の再編計画を

令
和
４
年
請
願
第
５
号

件 名 請 願 者
付託

常任委員会
審査の結果 紹介議員

私立保育施設の
維持運営に関する請願

社会福祉法人 ひまわり愛育会
理事長 横澤 敏美
学法法人 尾花沢学園
理事長 千葉 亮子

産業厚生
常任委員会

採 択
鈴木裕雅
奥山 格
大類好彦

概 要

本市では出生数の急激な減少が続き、公立及び私立の保育施設の双方で、定員割れの状況が続いている。現
在、市内私立保育施設については、各施設への入所人数が減ることで、支給される給付費も減り、運営は益々
圧迫されているのが現状である。また、入所する子どもの数が減れば、職員の数を減らさざるを得ず、現在勤
めている職員の解雇につながることも懸念される。
以上のことから、これからの未来を担う子ども達のため、公立での担うべき役割、民間が担うべき役割を明
確にし、民間の活力を大いに活用していただき、将来的にも私立保育施設が維持できるよう、公立及び私立の
役割分担を踏まえた保育施設の再編計画の早急な検討を願うものである。

｢やまがたAI部」は、山形県の高校生がAI技術
を学ぶ場として2020年に始まったデジタル人材育
成プロジェクトです。県内企業・教育機関・自治
体が連携して取り組んでおり、現在は20以上の高
校が、県内外を問わず参加しています。このプロ
ジェクトついて聞いたときに、「AI技術を使って
地域に貢献できないだろうか」と考えたのがやま
がたAI部参加のきっかけでした。
現在は、２年次生３名で活動しており、尾花沢
市の協力を得ながら、最先端技術について勉強し
ています。３名とも、本校の部活動に所属しなが
らAI部の活動に参加しており、忙しいながらも
充実した毎日を送っています。
AI甲子園では、探究テーマと競技テーマで競
いあいます。探究テーマは、各校独自で自由にテ
ーマを設定することができます。競技テーマは、
全校共通のテーマが設定され、どの程度精度を高
められるかを競います。12月ごろに予定されてい
る山形県予選を経て、３月に全国AI甲子園が行
われる予定です。
本校の探究テーマは、英語学習を助けるAIの
作成です。SDGsの目標４「質の高い教育をみん

なに」を基本に、地域の英語力向上を目指してい
ければと考えています。尾花沢市には、有名な銀
山温泉があります。新型コロナウイルス感染症に
対する規制も緩和されており、外国人観光客の増
加も予想されます。観光産業の強化のために、英
語は必要不可欠です。地域の英語力向上のために
も、自分で英語学習ができるAIを作成し、小学
生から英語に親しむことができればと考えていま
す。
AI甲子園に向けて、これまでオンライン講義

やオンデマンド講義に参加してきました。初めて
聞く用語ばかりで、とまどいながらも懸命に勉強
しています。山形県予選を突破し、３月の本戦に
出られるように頑張っていきたいと思います。初
めてのことでわからないことも多いですが、自分
たちがAI技術を使い、地域に対して貢献してい
きたいと思っています。これからも頑張りますの
で応援よろしくお願いします。

山形県立北村山高等学校
ＡＩ部担当教諭 川越郁美

ゆくぞ！ＡＩ甲子園ゆくぞ！ＡＩ甲子園



小

関

英

子

① 公共施設の男子トイレにサニタリー
ボックス設置

② 帯状疱疹の予防接種に助成
③ 災害時の避難誘導体制
４ 道路の維持点検・管理

鈴
木

清

① 少子化と保育行政

２ 小中学校統廃合による学園構想

３ 中学部活の｢地域移行｣をどう考えるか

４ パレットスクエア

菅
野
修
一

① 農業の振興政

② 学校統合後、閉校される学校の利活用

③ 徳良湖畔 花畑

安
井
一
義

１ 高齢者対策の充実

② デジタル担当部署の新設

③ リサイクル率の現状と今後の対策

４ 交通公園に替わる公園整備を

鈴
木
由
美
子

① 市長の公約

伊
藤

浩

① 結城市長の選挙公約における取組課題

② 水田活用直接支払い交付金制度の見直し

塩
原
未
知
子

① ゴミ焼却施設建設

② 尾花沢ファン拡大

③ 婚活支援

④ 林業活性化

星
川

薫

① 市長が目指す尾花沢のまちづくり

② 災害に対する補助金の創設

鈴
木
裕
雅

① 危険家屋の取り扱い
② 森林の活用
③ スイカ生産に関して今後考えている事は何か
④ ふるさと振興公社、及び農産加工センターの今後の展望
５ 再エネ活用

◯囲み数字が掲載

の
繰
出
金
が
増
加
傾
向
で
あ
り
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源

の
占
め
る
割
合
が
多
い
た
め
、

自
主
財
源
と
な
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
の
更
な
る
確
保
に
努
め

る
。
小
児
科
医
師
の
招
聘
は
優

先
事
項
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
か

ら
取
り
組
む
。

市
長
が
考
え
る
｢こ
れ

か
ら
の
観
光
｣と
は
何
か
。

県
内
屈
指
の
観
光
地
で

あ
る
銀
山
温
泉
の
観
光

客
を
地
域
消
費
喚
起
に
結
び
付

け
て
行
く
こ
と
が
「
こ
れ
か
ら

の
観
光
」
と
考
え
る
。
銀
山
温

泉
を
中
核
に
徳
良
湖
か
ら
芭
蕉
、

清
風
歴
史
資
料
館
、
そ
ば
街
道

な
ど
市
の
中
心
部
を
回
遊
す
る

ル
ー
ト
の
整
備
を
す
る
。

一般質問

市長…｢地域づくり組合｣設立もめざす

間口除雪をどのように充実させていくのか

鈴
すず

木
き

由
ゆ

美
み

子
こ
議員

マ
ル
チ
ワ
ー
ク
を
希
望

す
る
若
者
や
意
欲
溢
れ

る
高
齢
者
に
よ
る
「
地
域
づ
く

り
組
合
」
を
立
ち
上
げ
、
間
口

除
雪
な
ど
を
請
け
負
う
仕
組
み

づ
く
り
と
は
何
か
。
ど
う
進
め

る
の
か
。
公
約
で
は
対
象
者
を

限
定
し
て
い
な
い
の
で
、
市
民

に
平
等
に
与
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
と
理
解
す
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

公
約
に
掲
げ
た
「
地
域

づ
く
り
組
合
」
は
総
務

省
が
進
め
る
「
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
協
同
組
合
制
度
」
を
想

定
し
、
他
の
人
材
確
保
事
業
と

の
整
合
性
を
精
査
し
な
が
ら
設

立
を
目
指
す
。
ま
た
市
や
地
域
、

個
人
が
思
う
間
口
除
雪
は
そ
れ

ぞ
れ
違
う
と
考
え
て
お
り
、
い

ず
れ
か
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ

る
姿
を
目
指
す
。

統
合
す
る
小
中
学
校
は

悠
美
館
や
サ
ル
ナ
ー
ト

周
辺
へ
の
建
設
を
推
奨
し
、
学

校
・
図
書
館
・
体
育
施
設
・
公

園
な
ど
が
集
約
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
掲
げ
て
い
る
。
建
設
検

討
委
員
会
で
の
候
補
地
選
定
な

ど
の
議
論
は
今
後
必
要
と
な
る

の
か
。
ま
た
尾
花
沢
小
学
校
の

老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
で
も

あ
る
た
め
、
避
難
所
と
し
て
適

正
な
の
か
。
廃
校
後
の
利
活
用

や
解
体
の
議
論
も
同
時
進
行
で

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
校
建
設
検
討
委
員
会

の
中
で
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
判

断
し
て
い
き
た
い
。
尾
花
沢
小

学
校
に
つ
い
て
は
Ｈ
22
年
に
校

舎
と
屋
内
体
育
館
の
耐
震
改
修

工
事
を
行
っ
て
お
り
、
基
準
を

満
た
し
て
い
る
の
で
引
き
続
き

避
難
所
と
し
て
活
用
し
て
い
き

た
い
。

尾
花
沢
市
大
石
田
町
環

境
衛
生
事
業
組
合
の
ご

み
処
理
施
設
、
北
村
山
公
立
病

院
の
老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
、

消
防
の
指
令
セ
ン
タ
ー
の
広
域

化
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
建

設
予
定
時
期
が
Ｒ
８
年
か
ら
12

年
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
一

般
財
源
か
ら
の
繰
入
金
が
増
加

し
て
い
る
尾
花
沢
市
中
央
診
療

所
へ
の
、
小
児
科
医
師
の
招
聘

し
ょ
う
へ
い

は
人
材
確
保
や
財
政
的
に
可
能

な
の
か
。現

在
は
健
全
化
判
断
比

率
に
お
い
て
「
健
全
段

階
」
に
あ
る
が
、
特
別
会
計
へ
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問

答

問

行政と市民の間で
考えや受け取り方
の隔たりがないよ
うに。

つぶやき…

答

問

答

答

問

学
校
再
編
と
老
朽
化

財
政
計
画

｢ま
ち
な
か
観
光
ル
ー
ト
｣と
は



国
産
木
材
の
価
格
高
騰

と
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム

の
時
流
に
乗
り
、
新
た
な
目
線

で
市
内
林
業
の
活
性
化
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
グ
リ
ー

ン
産
業
誘
致
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。現

在
、
森
林
所
有
者
の

意
向
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
森
林
環
境
税
を
活
用
し
て

経
営
可
能
な
エ
リ
ア
を
団
地
化

伊藤
いとう

浩
ひろし

議員

こ
れ
ま
で
に
国
の
政
策

に
協
力
し
て
き
た
結
果

が
現
状
で
あ
る
。
尾
花
沢
市
の

転
作
圃
場
の
現
状
を
よ
り
明
確

に
す
る
た
め
に
、
見
直
し
案
に

対
す
る
農
家
の
考
え
や
、
転
作

水
田
の
現
状
調
査
を
市
が
独
自

に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

こ
れ
ま
で
に
、
現
在
通

達
さ
れ
て
い
る
見
直
し

案
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し
、

米
価
が
安
定
す
る
時
期
ま
で
延

長
し
て
欲
し
い
旨
の
要
望
書
を

提
出
し
て
い
る
。
今
後
も
見
直

し
に
対
す
る
農
家
の
皆
さ
ん
の

考
え
を
聞
い
た
り
、
将
来
の
地

域
農
業
の
在
り
方
な
ど
を
検
討

一般質問

市
長
の
選
挙
公
約
の
中

で
、「
国
や
県
と
の
強

い
・
太
い
パ
イ
プ
を
通
し
て
地

域
経
済
の
活
性
化
と
市
民
生
活

の
向
上
を
図
る
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
具
体
的
に
、
ど
ん
な
取

り
組
み
を
ど
う
展
開
さ
せ
る
の

か
。

財
源
の
７
割
が
依
存
財

源
と
な
っ
て
い
る
本
市

に
と
っ
て
、
国
や
県
か
ら
の
支

援
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
私

自
身
が
こ
れ
ま
で
に
担
っ
て
き

た
仕
事
の
中
で
、
色
々
な
方
々

と
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
と

自
負
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
学

ん
で
き
た
事
を
活
か
し
、
国
や

県
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

連
携
し
た
市
政
を
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

市長…尾花沢市の課題を取りまとめ、県に提出した

本市の転作圃場に合った政策提言を!!

し
合
う
場
と
し
て
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
話
し
合
い
の
準
備
を

進
め
て
い
く
。
こ
の
中
で
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
尾

花
沢
市
の
現
状
を
把
握
し
、
営

農
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
積
極

的
に
農
家
の
声
を
国
や
県
に
届

け
て
い
く
。

見
直
し
要
件
の
具
体
的

な
緩
和
策
を
関
係
機
関

に
提
示
し
て
は
ど
う
か
。
内
容

と
し
て
「
復
田
が
困
難
な
圃
場

に
つ
い
て
は
、
畦
畔
と
水
路
が

確
保
さ
れ
て
い
る
事
を
交
付
金

の
支
払
い
要
件
と
す
る
」
な
ど
、

本
市
の
経
営
実
態
に
合
わ
せ
た

提
言
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
回
の
交
付
金
の
見
直

し
に
対
す
る
農
家
の
皆

さ
ん
の
動
揺
は
大
き
い
。
各
地

域
や
団
体
か
ら
交
付
金
制
度
の

見
直
し
内
容
の
要
件
緩
和
を
求

め
る
声
が
あ
る
事
は
承
知
し
て

い
る
。

先
般
、
農
林
水
産
省
か
ら
直

接
支
払
い
交
付
金
の
見
直
し
に

係
る
現
場
の
課
題
に
つ
い
て
の

調
査
が
あ
り
、
市
と
し
て
水
田

農
業
の
実
情
を
伝
え
、
交
付
対

象
外
と
な
れ
ば
離
農
や
荒
廃
農

地
の
拡
大
に
つ
な
が
る
事
が
危

惧
さ
れ
る
旨
の
意
見
を
提
出
し

た
。
議
員
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

復
田
に
大
き
な
労
力
や
費
用
を

要
す
る
問
題
や
、
農
地
の
荒
廃

が
進
む
リ
ス
ク
も
踏
ま
え
た
上

で
国
や
県
に
意
見
を
届
け
て
い

き
た
い
。

問答

尾花沢の現状が
どうなっているのか
これらの課題の答えは
全て現場にある。

つぶやき…

問答

答 問

し
、
意
欲
の
あ
る
経
営
体
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
。「
森
林

は
財
産
」。
地
域
と
共
生
で
き

る
よ
う
地
域
活
性
化
も
あ
わ
せ

検
討
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
は
地
域
連

携
の
婚
活
支
援
こ
そ
大

事
。
若
い
女
性
が
入
会
し
や
す

く
、
参
加
し
や
す
い
体
制
に
な

っ
て
い
る
か
。

現
在
La
La
ネ
ッ
ト
登
録

者
数
、
イ
ベ
ン
ト
参
加

者
と
も
女
性
は
少
な
い
。
県
の

婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
活
用
を
開

始
し
て
い
る
よ
う
だ
。
連
携
し

て
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
た
い
。

今
後
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、

地
元
と
連
携
し
た
企
画
な
ど
も

発
信
し
て
い
き
た
い
。

一般質問

1213

市長…ゼロカーボン宣言の当市らしく考えていく

ゴミ処理施設更新は｢投資｣と捉え再検討を！

塩
しお

原
ばら

未
み

知
ち

子
こ
議員

植
物
・
牛
糞
・
残
飯
な

ど
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

え
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
排
熱

利
用
の
技
術
革
新
が
目
覚
ま
し

い
。「
ゴ
ミ
焼
却
発
電
」
や
廃

棄
物
の
焼
却
熱
を
利
用
し
た

｢温
室
｣や
｢温
水
プ
ー
ル
｣な
ど
、

捨
て
る
モ
ノ
か
ら
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
生
む
発
想
の
転
換
こ
そ
急

務
。
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
を
再

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ｒ
８
年
完
成
予
定
の
ゴ

ミ
処
理
施
設
（
尾
花
沢

市
・
大
石
田
町
負
担
）
は
建
設

時
更
に
多
額
の
費
用
負
担
が
予

想
さ
れ
る
。
複
合
的
に
市
民
サ

ー
ビ
ス
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
て

い
く
。
最
新
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
の
情
報
収
集
な
ど

に
も
努
め
、
環
境
負
荷
の
少
な

い
計
画
に
し
て
い
く
。

①
尾
花
沢
産
食
材
や
加

工
品
を
推
奨
す
る
全
国

各
地
の
料
理
人
と
共
に
、
市
内

生
産
の
農
産
品
、
農
産
加
工
品

の
質
の
レ
ベ
ル
を
ア
ッ
プ
し
尾

花
沢
フ
ァ
ン
の
拡
大
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。
②
農
林
、
観
光
、

社
会
教
育
、
定
住
応
援
課
を
横

断
的
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
企
画

を
し
て
は
ど
う
か
。

①
協
力
い
た
だ
け
る
縁

の
あ
る
方
々
を
「
食
と

農
の
親
善
大
使
」
に
任
命
し
て

い
く
②
返
礼
品
は
、
尾
花
沢
す

い
か
、
牛
肉
、
米
が
全
体
の
８

割
を
占
め
る
た
め
、
こ
の
尾
花

沢
ブ
ラ
ン
ド
の
底
上
げ
を
図
り
、

他
の
特
産
品
へ
波
及
さ
せ
る
流

れ
を
作
り
、
尾
花
沢
フ
ァ
ン
拡

大
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
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問

答

雪と牛ふん、ゴミ
(廃棄物)にしない。
知恵と工夫で宝の
地域資源へ

つぶやき…

答

問

答

答

尾
花
沢
フ
ァ
ン
拡
大

婚
活
支
援
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
ネ
ッ
ト

問

林
業
活
性
化

問

荒廃した圃場

銀山温泉で振舞われている酒粕を使ったお料理

市
長
の
選
挙
公
約
の
課
題

水
田
活
用
直
接
支
払
い

交
付
金
制
度
の
見
直
し



企
業
が
持
つ
世
界
に
誇
れ
る
物

づ
く
り
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
て
支
援
し
て
い
く
。

市
長
報
酬
の
３
割
削
減

で
す
が
、
少
し
で
も
間

口
除
雪
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

近
年
、
局
地
的
な
豪
雨

が
多
発
し
て
お
り
、
２

年
に
１
回
程
度
被
害
が
出
て
い

る
。
大
事
な
市
民
の
生
活
を
守

る
こ
と
が
市
の
役
割
と
考
え
る

こ
と
か
ら
、
大
雨
な
ど
に
よ
る

宅
地
周
り
の
法
面
が
崩
落
し
た

場
合
に
も
、
修
復
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を

設
け
て
は
い
か
が
か
。

近
年
の
異
常
気
象
に
よ

り
家
屋
周
辺
の
法
面
崩

落
の
発
災
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
市
民
生
活
の
安
全

確
保
の
観
点
か
ら
、
家
屋
周
辺

で
発
生
し
た
災
害
に
対
し
て
も

活
用
で
き
る
補
助
制
度
の
創
設

が
必
要
と
考
え
る
。

一
つ
目
の
柱
は
「
み
ん

な
が
安
心
し
て
楽
し
く

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」。
街
づ

く
り
の
要
は
地
域
づ
く
り
で
あ

り
、
各
地
区
公
民
館
の
機
能
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
が
集
う
拠
点
と
し
て
整
備
し

て
い
く
。

二
つ
目
の
柱
は
「
若
者
が
住

み
続
け
ら
れ
る
未
来
へ
向
け
て

の
街
づ
く
り
」。
子
育
て
日
本

一
の
ま
ち
を
目
指
し
、
子
育
て

世
代
が
安
心
で
き
る
育
児
環
境

と
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

三
つ
目
の
柱
は
「
誰
も
が
魅

力
を
感
じ
る
尾
花
沢
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
に
向
け
て
」。
本
市
に

は
、
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
上
の

畑
焼
や
、
ガ
ラ
ス
工
芸
、
市
内

一般質問

小
学
校
統
合
に
よ
り
廃

校
と
な
る
５
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
ど
う
す
す
め
る

の
か
。

今
年
度
か
ら
精
力
的
に

地
域
に
出
向
き
市
民
の

皆
様
と
膝
を
交
え
な
が
ら
話
し

合
っ
て
い
く
。

パ
レ
ッ
ト
ス
ク
エ
ア
は

当
面
現
状
の
ま
ま
利
用

す
る
と
公
約
し
て
い
る
が
。

当
面
、
市
で
借
り
て
維

持
管
理
し
活
用
す
る
に

し
て
も
、
そ
の
後
の
解
体
は
所

有
者
で
行
っ
て
も
ら
え
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
期
限
も
あ
る

の
で
、
精
一
杯
相
手
方
と
の
交

渉
な
ど
を
図
り
議
会
に
も
報
告

す
る
。

市長…活力あふれる尾花沢市を創る

市長が目指す尾花沢の街づくりとは

星川
ほしかわ

薫
かおる

議員

問答

答
市民にやさしい
市政を！

つぶやき…

政
策
の
三
本
柱
と
は

答

尾
花
沢
市
が

直
面
す
る
課
題

答

る
こ
と
が
原
則
だ
が
、
安
定
的

な
黒
字
経
営
が
で
き
る
よ
う
に

引
き
続
き
後
押
し
し
て
い
く
。

考
え
ら
れ
る
。
交
換
分
合
が
進

ま
な
い
現
状
だ
が
、
集
積
・
集

約
化
に
加
え
て
団
地
化
に
向
け

て
模
索
し
て
い
る
状
況
。
地
域

の
声
を
聞
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

株
式
会
社
ふ
る
さ
と
振

興
公
社
の
今
後
の
展
開

は
ど
う
か
。

抜
本
的
な
経
営
改
善
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
経
営
改
善
計
画
の
策
定
や

趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
の
展
開
、

若
手
社
員
が
中
心
と
な
っ
て
作

成
し
て
い
る
「
こ
う
し
ゃ
か
わ

ら
版
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
は
、

地
方
公
共
団
体
か
ら
独
立
し
た

事
業
主
体
と
し
て
、
自
ら
の
判

断
と
責
任
に
基
づ
い
て
経
営
す

が
必
要
で
は
な
い
か
。

森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
、
森
林
所
有
者
の

経
営
に
関
す
る
意
向
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
意
欲
あ
る
経
営

体
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
持

続
的
な
経
営
が
可
能
な
林
業
経

営
体
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

ス
イ
カ
栽
培
で
は
新
規

就
農
者
の
確
保
に
努
め

て
は
い
る
も
の
の
、
耕
作
面
積

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
今
後
考

え
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

目
指
す
べ
き
農
業
形
態

は
点
在
し
て
い
る
圃
場

の
団
地
化
で
あ
り
、
共
同
作
業

や
共
同
機
械
利
用
な
ど
、
作
業

効
率
の
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
が

人
口
の
流
出
と
豪
雪
に

伴
い
、
空
き
家
が
危
険

家
屋
へ
と
変
容
し
て
い
く
割
合

が
増
加
し
て
い
る
事
か
ら
、
危

険
家
屋
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

「
不
良
住
宅
除
却
促
進
事
業
」

以
外
に
新
市
長
に
何
か
考
え
は

あ
る
か
。「

空
き
家
を
生
じ
さ
せ

な
い
」「
危
険
家
屋
を

発
生
さ
せ
な
い
」
と
い
う
２
つ

の
課
題
を
明
確
に
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
ま
た
、
事
業
の
対

象
と
な
ら
な
い
空
き
家
に
つ
い

て
も
、
新
た
な
補
助
制
度
の
創

設
を
検
討
し
て
い
く
。

森
林
資
源
を
活
用
す
る

た
め
に
は
新
た
な
路
網

整
備
や
既
存
の
路
網
の
再
整
備

一般質問

1415

市長…所有者との交渉、行政代執行を検討する

空き家に対する新たな対策はあるか

鈴木
すずき

裕雅
ひろまさ

議員
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問答

答

新たな考え、解決策を
新市長には期待する

つぶやき…

問答

問答

固
い
約
束
と
は

災
害
に
対
す
る

補
助
金
の
創
設

問

問

問答

助成してくれると助かるなあ。

森
林
の
活
用

ス
イ
カ
生
産

㈱
ふ
る
さ
と
振
興
公
社



帯
状
疱
疹
は
、
初
期
症

状
に
気
付
き
に
く
く
発

症
す
る
と
強
い
痛
み
を
伴
う
。

予
防
接
種
促
進
の
た
め
に
助
成

を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

成
人
向
け
の
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種

と
さ
れ
、
健
康
障
害
が
生
じ
た

際
に
健
康
被
害
救
済
制
度
が
適

用
に
な
ら
な
い
。
定
期
接
種
化

の
際
は
市
医
師
会
と
連
携
し
対

応
す
る
。個

別
避
難
計
画
の
作
成

と
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
作
成
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

個
別
避
難
計
画
は
、
未

作
成
で
あ
る
が
、
医
療

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
周
知
、

掲
示
は
ど
う
行
な
わ
れ
て
い
る

か
。

市
内
公
共
施
設
44
ケ
所

で
３
施
設
に
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
設
置
の
周
知
、
掲
示
は
し

て
い
な
い
。
今
後
、
必
要
な
方

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
く
。

一般質問

前
立
腺
が
ん
検
診
者
と

手
術
を
さ
れ
た
人
数
の

推
移
は
ど
う
か
。

検
診
受
診
者
は
Ｈ
29
年

528
名
、
Ｈ
30
年
550
名
、

Ｒ
元
年
808
名
、
Ｒ
２
年
535
名
、

Ｒ
３
年
482
名
で
、
13
名
の
方
に

前
立
腺
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
手

術
さ
れ
た
方
が
６
名
。
国
民
健

康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
で
16
名
が
手
術
を
し
て
い

る
。
社
会
保
険
利
用
者
を
含
め

る
と
こ
れ
以
上
に
治
療
し
て
い

る
方
は
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

前
立
腺
が
ん
を
手
術
す

る
と
、
排
尿
時
に
支
障

を
き
た
す
場
合
も
あ
り
、
尿
と

り
パ
ッ
ド
な
ど
を
使
用
し
て
い

る
。
観
光
客
も
多
い
本
市
の
公

共
施
設
で
、
男
子
ト
イ
レ
の
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
サ
ニ
タ

市長…必要な方が安心して利用できる環境を整える

男子トイレにサニタリーボックスの設置を

小関
こせき

英子
えいこ

議員

や
福
祉
の
技
術
的
な
知
見
を
持

つ
福
祉
専
門
職
や
、
地
域
の
実

情
に
精
通
す
る
区
長
や
民
生
委

員
と
連
携
し
、
順
次
計
画
を
作

成
す
る
。
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

は
個
々
の
防
災
意
識
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
、
住
民
同
士
の
意
見
交

換
を
行
い
、
自
助
か
ら
共
助
に

つ
な
げ
て
い
く
。
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
作
成
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
リ
ー
ダ
ー

育
成
を
図
る
。
リ
ー
ダ
ー
か
ら

地
域
へ
、
そ
し
て
家
庭
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
防
災
力

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問答

問

答

答

今の安心と
未来の安心
どちらも大切

つぶやき…

帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種

問

ど
も
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

よ
う
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

確
保
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

④
来
年
度
以
降
、
本
町

の
園
児
募
集
は
民
間
２

園
に
集
約
し
、
お
も
だ
か
保
育

園
は
募
集
し
な
い
で
、
特
定
保

育
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

と
役
割
を
明
確
化
し
て
い
く
と

方
針
に
あ
る
が
、
役
割
分
担
の

考
え
が
誤
っ
て
い
な
い
か
。
障

が
い
児
保
育
・
医
療
的
ケ
ア
児

の
保
育
を
受
け
入
れ
る
た
め
に

も
、
公
立
保
育
園
の
再
編
成
の

た
め
に
も
、
公
立
保
育
園
の
要

と
し
て
お
も
だ
か
保
育
園
の
存

続
は
必
要
で
は
な
い
か
。

⑤
少
子
化
で
民
間
の
保
育
園
が

中
規
模
(50
人
程
度
)と
な
っ
て

も
経
営
し
て
行
け
る
よ
う
支
援

を
考
え
て
行
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
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保
育
の
在
り
方
な
ど
も
含
め
、

｢第
３
期
計
画
｣に
改
め
て
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

④
厚
生
労
働
省
に
よ
る

「
地
域
に
お
け
る
保
育

所
・
保
育
士
等
の
在
り
方
に
関

す
る
検
討
会
」
の
と
り
ま
と
め

に
よ
れ
ば
、
今
後
の
課
題
は
、

良
質
な
保
育
を
提
供
し
続
け
る

こ
と
で
あ
り
、
特
に
人
口
減
少

地
域
に
お
い
て
は
、
保
育
所
の

役
割
分
担
を
明
確
化
す
る
取
組

み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
⑤

国
・
県
へ
の
子
ど
も
一
人
当
た

り
の
公
定
価
格
の
引
き
上
げ
を

要
望
し
て
い
る
。
冷
暖
房
費
・

除
雪
費
・
施
設
修
繕
費
も
支
援

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

本
年
は
、「
第
２
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
の
中
間
点
(見
直
し
)

で
あ
る
た
め
市
民
の
声
を
反
映

す
べ
き
で
な
い
か
。

本
町
以
外
の
公
立
保
育

園
と
し
て
も
、
地
域
の

保
育
園
と
し
て
の
役
割
や
集
団

本
市
の
保
育
所
別
入
所

児
童
数
の
推
移
と
推
計

(社
人
研
資
料
)は
表
の
通
り
だ

が
、
以
下
質
問
し
た
い
。
①

｢本
町
は
私
立
２
園
｣を
継
承
す

る
考
え
か
②
私
立
保
育
園
の
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
原
因
は
何

か
③
お
も
だ
か
保
育
園
保
護
者

よ
り
「
存
続
し
て
ほ
し
い
意
見

の
集
約
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る

が
ど
う
考
え
る
か
。

①
保
育
所
の
再
編
は
、

｢尾
花
沢
市
保
育
施
設

未
来
予
想
図
検
討
委
員
会
」
の

提
言
を
重
く
受
け
止
め
、
通
常

保
育
は
私
立
保
育
園
が
、
特
定

保
育
は
公
立
保
育
園
が
担
う
方

針
だ
。
②
出
生
数
の
激
減
に
よ

る
園
児
数
の
減
少
と
捉
え
て
い

る
。
③
｢意
見
の
集
約
｣は
｢存

続
し
て
ほ
し
い
｣で
は
な
く
｢子

一般質問

市長…｢特定保育＋子育て支援センター｣の方針だ

おもだか保育園をなくしていく考えか

鈴木
すずき

清
きよし

議員

問答

出生数を増やすことが
急務。次に将来を見通
した計画が必要だ。

つぶやき…

問

答問答

問

答災
害
時
の
避
難
誘
導

少
子
化
と
保
育
行
政

サニタリーボックス

区分 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ７ R12 Ｒ17 Ｒ22
おもだか保育園 111 95 74 54 40 29
ひまわり保育園 86 72 57 52 30 22
尾花沢幼稚園 101 95 74 54 40 29
本町地区計 298 262 205 150 110 80

よつば保育園 73 71 62 45 34 27
さくら保育園 20 20 15 11 8 7
ときわ保育園 26 21 15 11 8 7
玉野保育園 43 39 18 13 10 9
本町地区外計 162 151 110 80 60 50

計 460 413 315 230 170 130

子ども人口実績見込に基づく園児数見込

年 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３
出生数(人) 110 106 103 98 99 77 65 69 43 55



Ｒ
９
年
の
統
合
小
学
校

を
閉
校
す
る
ま
で
方
向

を
定
め
る
と
し
て
い
る
。
統
合

準
備
と
同
時
進
行
の
公
約
を
評

価
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
手
順

で
進
め
る
の
か
。
市
民
、
市
内

事
業
者
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

利
活
用
を
進
め
る
に
は
、

｢行
政
上
の
利
用
｣、｢地

域
で
の
利
用
｣、｢民
間
企
業
の

活
用
｣の
順
で
検
討
さ
れ
る
。

活
用
意
向
の
市
民
団
体
や
企
業

に
対
し
て
は
、
地
域
に
足
を
運

び
、
地
域
や
地
域
産
業
の
振
興

に
繋
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、

膝
を
交
え
て
話
し
合
い
た
い
。

い
。
後
世
へ
引
き
継
が
れ
る
優

良
な
農
地
へ
改
良
す
る
農
地
整

備
事
業
へ
と
誘
導
す
る
の
も
市

の
農
地
改
革
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

農
地
整
備
事
業
は
農
作

業
の
効
率
化
や
経
費
節

減
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
が

見
込
ま
れ
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と

考
え
る
。
本
年
５
月
に
農
業
基

盤
強
化
促
進
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
更

に
強
化
す
る
地
域
計
画
が
策
定

さ
れ
、
農
耕
区
域
と
保
全
区
域

を
明
確
に
し
て
適
正
な
農
地
管

理
が
な
さ
れ
る
よ
う
対
応
し
て

い
く
。

一般質問

異
常
な
気
象
と
目
さ
れ

た
時
期
に
、
防
除
の
呼

び
か
け
、
支
援
な
ど
の
対
策
を

講
ず
る
べ
き
。

関
係
機
関
と
協
議
し
、

支
援
策
を
検
討
す
る
。

防
除
動
噴
な
ど
の
貸
し

出
し
制
度
を
考
え
て
は

ど
う
か
。以

前
、
関
係
機
関
と
検

討
し
た
が
、
防
除
作
業

が
重
な
る
た
め
、
実
現
に
至
っ

て
い
な
い
。「
儲
か
る
農
業
支

援
事
業
」
で
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
。

荒
廃
農
地
も
水
田
と
し

て
固
定
資
産
税
を
納
付

し
て
い
る
。
所
有
者
は
、
荒
廃

農
地
で
良
い
と
は
思
っ
て
い
な

市長…すいか栽培だよりを配布し連日現地指導

すいかの病気防除指導の強化を

花
畑
の
造
成
計
画
、
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
、
ど

う
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

徳
良
湖
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
今
年
度

の
整
備
内
容
は
、
整
地
と
土
質

改
良
、
駐
車
場
の
整
備
を
実
施

し
た
。
次
年
度
本
格
的
植
栽
に

向
け
、
造
園
業
者
の
意
見
を
も

ら
い
、
花
の
選
定
、
維
持
管
理

方
法
、
花
畑
に
関
わ
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
確
保
に
努
め

た
い
。
体
験
参
加
型
観
光
メ
ニ

ュ
ー
や
オ
ー
ナ
ー
制
度
な
ど
の

提
案
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問答 問 答

答

問答

すいか栽培に取り組
んだ就農間もない担
い手の意欲減退を招
かぬように

つぶやき…

耕
作
放
棄
地
の
解
消

徳
良
湖
畔
花
畑

問

菅野
すがの

修一
しゅういち

議員

タ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
地
域
課
題
の
解
決
を
目

指
し
た
い
。

環
境
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
、
施
策
の
柱
の
１

つ
に
「
ご
み
の
削
減
と
3R
の
推

進
に
よ
る
循
環
型
社
会
構
築
と

あ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
た

取
り
組
み
と
市
民
へ
の
周
知
を

行
い
ま
す
。」
と
あ
る
が
、
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。
現
状

サ
イ
ク
ル
率
は
12
％
と
決
し
て

高
く
は
な
い
。
改
善
の
余
地
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

「
ご
み
を
出
さ
な
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
推
進
｣

と
、「
ご
み
の
分
別
強
化
と
リ
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は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循

環
促
進
法
」
が
本
年
４
月
に
施

工
さ
れ
、
新
ご
み
処
理
施
設
稼

働
に
合
わ
せ
分
別
の
見
直
し
の

た
め
の
住
民
説
明
会
を
開
催
し

な
が
ら
、
適
正
に
分
別
し
排
出

す
る
よ
う
ご
み
分
別
効
果
と
資

源
化
率
の
向
上
を
推
進
し
て
い

く
。

サ
イ
ク
ル
の
推
進
」
を
目
標
に

Ｒ
13
年
度
の
目
標
値
を
16
％
に

設
定
し
て
い
る
。
現
在
の
ご
み

処
理
施
設
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
対
応

し
て
な
い
。
自
主
回
収
や
店
頭

回
収
に
市
民
が
協
力
す
る
こ
と

に
よ
り
資
源
化
が
図
ら
れ
て
い

る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て

ト
ー
タ
ル
で
の
シ
ス
テ

ム
構
築
が
必
要
で
あ
り

総
括
で
き
る
部
署
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
。
通
常
業
務
を
新
し

い
シ
ス
テ
ム
に
構
築
を
進
め
る

場
合
、
既
存
の
方
法
に
と
ら
わ

れ
が
ち
に
な
り
、
新
し
い
も
の

を
生
み
出
せ
な
い
。
精
通
し
た

部
署
を
設
け
る
こ
と
で
日
常
作

業
に
支
障
な
く
移
行
で
き
る
の

で
は
。

Ｒ
２
年
12
月
に
各
課
代

表
職
員
で
構
成
す
る

「
ス
マ
ー
ト
自
治
体
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
分
野

を
横
断
し
て
推
進
し
て
い
る
。

Ｒ
３
年
９
月
よ
り
「
ス
マ
ー
ト

自
治
体
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
配
置
し
外
部
人
材
を
活
用
し

て
い
る
。
本
市
に
あ
っ
た
デ
ジ

一般質問

市長…スマート自治体推進プロジェクトを発足対応中

デジタル活用と３Ｒ推進を

問答

みんながデジタルに慣
れ、活用できるように
なって欲しい

つぶやき…

問

安井
やすい

一義
かずよし

議員

答

デ
ジ
タ
ル
担
当
部
署

の
新
設
を

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
現
状
と

今
後
の
対
策

問

答

閉
校
学
校
の
利
活
用


